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Panipenem/betamipronの 臨 床 的検 討

和 田光一 ・川島 崇 ・鈴木紀 夫 ・五 十嵐謙一.荒 川正 昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しい注射用カルバペ ネム系抗生物質panipenem/betamlpronを 呼 吸器感染症11例,菌 血症

3例 に使用 した。本剤の臨床効果は,有 効13例,や や有効1例 であ り,細 菌学的効果は消失2

例,不 変1例,菌 交代3例,不 明8例 であった。本剤によると思われる副作用は認め られなか

ったが,臨 床検査値の検討で,1例 にGOT,GPTの 軽度上昇 を認めた。
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三共(株)で 新 しく開発されたカルバペ ネム系抗生

物質panipenem(PAPM)と 腎 毒 性 発 現部 位 へ の β-

lactam剤 取 り 込 み 抑 制 作 用 を 有 す る

betamipron(PB)の 合 剤 で あ るpanipenem/

betamipron(PAPM/BP)1)を14例 の 感染症に使用 し,

検討 した。

対象例は,昭 和63年11月 よ り平成元年6月 までに新

潟大学医学部附属病院第二 内科 にて取 り扱 った入院例

で,男11例,女3例,年 齢は24歳 か ら71歳 で あった。

対象疾患は、肺炎6例,急 性気管支炎1例,咽 頭炎1

例,感 染 を合併 した慢性気管支炎1例,慢 性肺気腫2

例,菌 血症3例 であった。合併症および基礎疾患は全

例で認め られ,そ の内訳は肺癌6例,白 血病2例,上

顎癌1例,慢 性肺気腫2例,慢 性気管支炎1例,陳 旧

性肺結核1例,多 発性骨髄腫1例 であった。

PAPM/BPは,1日0.25g/0.259～1.5g/1.5gを1

～2回 に分け
,点 滴静注で使用 した。期間は5～36日,

総使用量は3.25g/3.25g～36g/36gで あった。

PAPM/BP使 用 による効果の判定は,起 炎菌の明ら

かな症例 では,細 菌の消失の有無をみた細菌学的効果

と自他覚所見お よび検査所見の改善度 をみた臨床効果

の2面 か ら実施 した。

PAPM/BP使 用 による成績 の概要はTable 1に 示

した。臨床効果は,肺 炎6例 では全例有効,急 性上気

道炎2例 では有効1例,や や有効1例,慢 性気道感染

症3例 では全例有効,菌 血症3例 で も全例有効であっ

た。総括すると,有 効13例,や や有効1例 で,有 効率

は92.9%で あ った。細菌学的効果は有意菌の検出され

た7例 で 検 討 し た 。Haemopmus influemaeの1例

は,Acinetobacter calcoaceticusとP3eudomonas ce-

paciaに 菌 交 代 し,Staphylococcus aurmsの2例 は1

例 は 除 菌 さ れ,1例 は 不 変 で あ っ た 。Streptococcus

pneumoniae, Pseudomonas aeruginosa の各1例 は,

ともにXanthomom maltophiliaに 菌 交代 した。菌血

症で検出されたEscherichia coliは 除 菌 された。総括

す ると消失2例,不 変1例,菌 交代3例,不 明8例 で

あった。

　 副作用は,2例 で発疹を認めたが本剤使用中止によ

り消失 した。本剤使用前後の臨床検査値の検討では,

1例 にGOT, GPTの 軽 度上昇 を認めたが,薬 剤の中

止 とともに速やかに改善 した(Table 2)。

以 上の ごとく,PAPM/BPを 感染症14例 に使用 し,

有効性 と安全 性を検討 したが,使 用例は全例基礎疾患

を有 してお り,重 症 あるいは難治性感染症が多かった

に もかかわらず,有 効率は92.9%と 良好な臨床効果が

得 られた。 しか し,細 菌学的効果の検討では,3例 が

ブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌に菌交代 を起 こした。

これ らの菌 の 起 炎性 につ い て は不 明 で あ るが,

PAPM/BPは グラム陽性球菌,グ ラム陰性桿菌,嫌 気

性菌には良好な抗菌 力を有す るnが,ブ ドウ糖非発酵

グラム陰性桿菌には抗 菌力は弱 く,今 後これらの菌に

よる感染症が問題 となるか もしれない。副作用,臨 床

検査値の変動の検討 では,1例 に軽度のGOT,　 GPT

の上昇 を認めたのみで,今 回の検討に関す るか ぎりは,

安 全性に特に問題 はないと考えられる。
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Panipenem/betamipron, a new injectable carbapenem antibiotic, was administered to 11 patients

with respiratory tract infection and 3 with sepsis. The clinical efficacy was good in 13 patients and

fair in 1. Its bacteriological efficacy was determined to be eradicated in 2 patients, unchanged in 1,

replaced in 3, and unknown in 8. No side effects were observed, but slight elevations of GOT and

GPT were found in 1 patient.


